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２０２５年第３０週（７月２１日～７月２７日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

■コメント

３ 百日咳
33件の報告があり、多い状況が続いています。乳児は重症化

リスクが高く、特に注意が必要です。予防にはワクチン接種が
有効です。定期接種対象者は早めに接種を受けましょう。

１ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
定点当たり2.11人の報告があり、増加が続いています。全国

でも増加が続いており、注意が必要です。手洗いの励行、咳エ
チケット、換気など、基本的な感染予防対策を心がけましょう。

２ 伝染性紅斑
定点当たり3.05人と、多い状況が続いています。妊婦が感染

すると胎児水腫や流産を引き起こす可能性があるため、特に
注意が必要です。

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 2 70 60歳代、70歳代

3 腸管出血性大腸菌感染症 1 20 10歳未満・Ｏ91・市外

5 ウイルス性肝炎 1 3 20歳代

5 梅毒 4 78 30歳代・1人、40歳代・1人、50歳代・2人

5 百日咳 33 662
10歳未満・15人、10歳代・14人、20歳代・2人、
30歳代・1人、50歳代・1人

４ 腸管出血性大腸菌感染症
1件の報告があり、今年の累計は20件（昨年同時期13件）となりました。（次ページ参照）
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新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の流行状況
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第26週 1,979 7 24 3 20 65 145 2 23 95 4 35 3 - 16 1 1 7 - 1
報 第27週 1,915 3 30 1 11 59 116 3 21 94 7 42 1 - 14 - - 17 - -
告 広島市 第28週 1,965 1 39 2 5 42 151 1 22 97 3 60 3 - 10 - - 11 - -
数 第29週 1,899 2 48 3 11 69 129 8 22 71 6 53 - - 10 - - 11 - -

第30週 1,754 1 74 6 7 51 118 5 22 67 10 38 3 - 7 - - 13 - -
第26週 56.54  0.20  0.69  0.14  0.91  2.95  6.59  0.09  1.05  4.32  0.18  1.59  0.14  - 2.00  0.17  0.17  1.17  - 0.17  

定 第27週 54.71  0.09  0.86  0.05  0.50  2.68  5.27  0.14  0.95  4.27  0.32  1.91  0.05  - 1.75  - - 2.83  - -
点 広島市 第28週 56.14  0.03  1.11  0.09  0.23  1.91  6.86  0.05  1.00  4.41  0.14  2.73  0.14  - 1.25  - - 1.83  - -
当 第29週 54.26  0.06  1.37  0.14  0.50  3.14  5.86  0.36  1.00  3.23  0.27  2.41  - - 1.25  - - 1.83  - -
た 第30週 50.11  0.03  2.11  0.27  0.32  2.32  5.36  0.23  1.00  3.05  0.45  1.73  0.14  - 0.88  - - 2.17  - -
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第29週 54.03  0.30  3.13  0.50  0.56  2.20  5.30  0.34  0.59  2.08  0.35  1.87  0.06  0.01  0.88  0.02  0.05  0.99  0.01  0.02  
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感染症発生動向調査に基づくARI病原体定点医療機関からの搬入分のみ掲載
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第25週 19 14 4 4 1 5 4

第26週 14 10 1 6 1 2 1

第27週 19 13 2 1 1 4 2 3 1

第28週 11 4 1 2 1 2

第29週 18 12 2 1 1 1 8 1

＊同一検体からの複数ウイルス検出例を含む （検査：広島市衛生研究所）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/eisei/1003071/index.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

２０２５年第３０週（７月２１日～７月２７日）

■病原体検出状況（ＡＲＩサーベイランス）

検索詳しくはホームページで 広島市 病原体

【参考】腸管出血性大腸菌感染症に注意しましょう！！

予防のために、次のことに注意しましょう

◆ 加熱が必要な食品は十分に加熱しましょう。

◆ 生野菜や調理器具は十分に洗浄しましょう。

◆ 焼肉では、生肉を扱う箸と食べる箸を使い分けましょう。

◆ 肉汁（ドリップ）が、生で食べる食品につかないようにし
ましょう。

◆ 食品は室温に放置せず、冷蔵庫や冷凍庫に保存しま
しょう。

◆ 調理の前、食事の前、トイレの後、排泄物の処理をした
後などは、せっけんと流水で十分に手を洗いましょう。

腸管出血性大腸菌は、「ベロ毒素」と呼ばれる毒素を産生する大腸菌です。菌に汚染された食品を食べたり、患者の糞
便に含まれる菌が手指等を介して口から入ることで感染し、少ない菌数でも感染すると言われています。症状は、全くな
いものから激しい腹痛、血便や重篤な合併症を起こし、時には死に至るものまで幅があります。年間を通して発生が見ら
れますが、夏から秋にかけて報告数が多くなる傾向があるため、特に注意が必要です。
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